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Ⅰ．はじめに

　平成 22 年から平成 23 年に実施された林野庁の森林・林業再生
プラン実践事業では，全国 5地域で先進林業機械の導入や路網整
備などとあわせて，欧州のフォレスターによる森づくりの指導が
行われた（林野庁，2010）。九州では，宮崎県椎葉村において実
施され，森づくりとして将来木施業による間伐が実施された。
　将来木施業とは，最終の目標径級を定め，その候補となる木を
将来木として選定し行う施業である。将来木の選定基準は，①バ
イタリティー（樹冠の大きさや幹の太さ），②質（幹の通直性や
枝の細さ），③将来木の配置とされ，間伐は，1本の将来木あた
り 1～4本程度将来木の成長を妨害する木を抜き切りする方法で
行われる（藤森ほか，2013）。
　既報（世見ほか，2013）では，将来木施業による間伐が行われ
た林分を調査し，間伐および選木の特徴について報告しているが，
将来木と残存木の成長に差が現れるかについては継続調査が必要
であるとしている。
　そこで，間伐から 5年経過した事業地について調査した結果を
とりまとめたので報告する。

Ⅱ．調査地と方法

　調査地は，2010 年 9 月から 2011 年 3 月に将来木施業による間
伐が実施された椎葉村の椎葉県有林内に，2011 年 10 月に設定し
林分調査を行った P- 1 プロットとした。当プロットは，面積
0 . 285 ha，設定時の林齢が 43 年生のスギ林分で，プロット内の
立木本数は 258 本（将来木 22 本，残存木 236 本），ha 当たり
905 本である。また，標高は 1,030 m，傾斜は 11～16 度，斜面方
位は北西である。
　方法は，2016 年 10 月に林分調査を行い，同様の調査を実施し
た 2011 年 10 月の結果と比較する形で行った。
　林分調査は，プロット内の立木について樹高と胸高直径の測定
を行った。樹高は，測高器（Haglof 社, VertexⅢ）を使用し，将

来木は全数，残存木は 16 ％または 23 ％程度の本数を測定し，未
測定木については樹高曲線から推定した。胸高直径は，直径巻尺
を使用し全数測定した。

Ⅲ．結果と考察

1．将来木と残存木の成長
　2011 年と 2016 年調査による将来木および残存木の樹高，胸高
直径の平均値を表－ 1に，2016 年調査の胸高直径階別本数分布
を図－ 1に示す。平均樹高は，将来木が 2 . 0 m，残存木が 2 . 3 m，
平均胸高直径は，将来木が 2 . 1 ㎝，残存木が 1 . 6 ㎝増加した。
また，将来木は胸高直径階 38 ㎝を中心に 26～46 ㎝に分布してい
た。
　5年間の樹高成長量と胸高直径成長量を図－ 2に示す。樹高成
長量は，将来木と残存木の間で有意差は認められなかったが，胸
高直径成長量は，将来木が残存木に比べ有意に大きかった（t検
定，p＜0 . 01）。

2．林分全体の状態
　調査結果から形状比，収量比数，相対幹距比の平均値を算出し，
2011 年と 2016 年の値を比較した結果，形状比は 69 . 8 から 72 . 9，
収量比数は 0 . 83 か ら 0 . 87， 相対幹距比は 14 . 53 ％ から
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表－ 1．将来木と残存木の状況

区分 将来木 残存木
調査年 2011年 2016年 2011年 2016年

プロット内本数
（本） 22 22 236 236

平均樹高
（m） 22.3 24.3 21.5＊1 23.8＊2

平均胸高直径
（㎝） 34.9 37.0 31.6 33.2

＊1　236本のうち55本を実測，未測定木は樹高曲線から推定。
＊2　236本のうち38本を実測，未測定木は樹高曲線から推定。



Kyushu J. For. Res. No. 70　2017. 3

162

13 . 97 ％へ変化していた。
　一般的に，形状比が 80 を超えると気象害に対して弱い樹形だ
とされているほか，収量比数 0 . 8 以上の林分は混み過ぎ，相対
幹距比 14 ％以下は相当混み過ぎであるとされている（森林総合
監理士（フォレスター）基本テキスト作成委員会，2014）。今回
の調査結果は，形状比は 80 を下回っているものの，収量比数と
相対幹距比は混み過ぎであることを示しており，林分の過密化が
進行していると考えられた。

Ⅳ．おわりに

　今回，将来木施業による間伐実施 5年後の状況を調査した結果，
間伐により将来木の肥大成長が進んでいることが確認できたが，
林分全体としては過密化が進行していると考えられた。既報（世
見ほか，2013）により従来の将来木施業による間伐では過密林分
の改善は見込めないと考えられることから，林分の健全化を図る

ため，当地に適した間伐方法を検討する必要がある。
　また，将来木施業に関する知見は非常に少ないことから，今後
も当地での調査を継続的に実施していきたい。
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図－ 1．胸高直径階別本数分布

図－ 2．樹高及び胸高直径の成長量
注：バーは標準偏差を示す。n.s. は有意差なし，＊＊は有意差が
あることを示す（t検定，p＜ 0 . 01）。


